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1 はじめに
大学での授業において，深い学びの視点から授業改
善を行うには，大学科目の内容だけではなく，関連す
る高校科目との関係を把握することが重要である．こ
こで，この関係は不変なものではなく，高等学校学習
指導要領の改訂や大学カリキュラムの改訂によっても
変化するため，定期的な関係の把握が必要となる．た
だし，大学での授業担当者に，学習指導要領を用い，
高校科目との関係を明らかにしてもらうことは，作業
負担の面からも困難であった．そこで本研究では，筆
者が所属している大学の全開講科目に対し，学習指導
要領と公開されているシラバス情報を用いることで，
高校科目と大学科目の類似度を容易に導出可能である
ことを示す．
2 関連研究
シラバスを用いた科目間類似度を利用した研究は既
に行われており，履修科目の推薦システムに関する研
究 [1]や授業理解度向上に関する研究 [2]などがあげら
れる．これまで，授業理解度向上に関する研究では，
高校科目の情報は出版されている教科書シラバスを用
いた特定の科目に関するもののみであり，学習指導要
領を用い高校教科全体との関係を明らかにするといっ
た研究はこれまで見られなかった．
3 大学科目と高校科目単元の情報
3.1 大学科目の情報
大学科目として，横浜商科大学で 2024年度に開講
する全 237科目（複数コマ開講している科目は 1科目
としてカウント）を対象とする．ここで，各科目の情
報として，公開されているシラバスに記載されている
「授業の目的と概要」，「授業計画」，「到達目標」を用
いる．
3.2 高校科目の単元の情報
高校科目として，高等学校学習指導要領（平成 30

年告示）[3]において「各学科に共通する各教科」に記
載されている 11教科のうち，「国語」「地理歴史」「公
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表 1: 各教科に含まれる科目（合計 24科目）
高校教科 科目
国語 現代の国語，言語文化，論理国語，文学国語，国語表現，

古典探究
地理歴史 地理総合，地理探究，歴史総合，日本史探究，世界史探究
公民 公共，倫理，政治・経済
数学 数学 I，数学 II，数学 III，数学 A，数学 B，数学 C
情報 情報 I，情報 II
理数 理数探究基礎，理数探究

民」「数学」「情報」「理数」の 6教科を対象とする．各
教科に含まれる科目を表 1に載せる．
さらに，各科目は「高等学校学習指導要領」に記載
されている「内容」の項目に従い，2～5単元に分割し
た．例えば，科目「現代の国語」は，4単元：「〔知識
及び技能〕」，「〔思考力，判断力，表現力等〕話すこ
と・聞くこと」，「〔思考力，判断力，表現力等〕書く
こと」，「〔思考力，判断力，表現力等〕読むこと」に
分割した．各単元の情報として，この分割された「内
容」を用いる．本研究では高校科目として，上記 6教
科の合計で，24科目 76単元を対象とする．
以下では，高校の単元は科目としてもみなし，大学

237科目と高校 76科目の合計 313科目としても扱う
こととする．
4 BERTを用いた科目間のコサイン類似度
本稿では，実行環境として，インストール不要で利
用できるGoogle Colab[4]を利用する．また実装には
Huggingface 社が提供する Transformers を用いるこ
とで，誰でも容易に BERTの事前学習モデルが利用
可能となる．
次に，BERTを用いた，科目情報からのベクトル生
成について説明する．ここで，BERT の最長トーク
ン数を 512とし，日本語の事前学習モデル∗を利用し，
ファインチューニングなしで利用する．
また，科目間の内容の類似度には，ベクトル空間に
おけるコサイン類似度を用いる．科目 iと科目 jにつ
いて BERTの最終層の出力を平均したベクトルをそ
れぞれ，ci，cj とすると，コサイン類似度 cs(ci，cj)
は次式により計算される．

cs(ci，cj) = cicj
||ci||||cj ||

(1)

以下で，得られた科目間類似度の例として，横浜商
∗ https://github.com/cl-tohoku/bert-japanese
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科大学で 1年次春学期に履修可能な 3科目：「情報セ
キュリティ」，「ICTリテラシー 1」，「社会力演習 1」を
取り上げ，高校科目の単元との関連を見ていくことに
する．高校科目の 76単元のうち，大学科目「情報セ
キュリティ」とコサイン類似度が高い上位の 12単元
を表 2に載せる．

表 2: 大学科目「情報セキュリティ」との類似度
順位 高校科目単元名 類似度

1 情報 II: 情報社会の進展と情報技術 0.9119
2 数学 B: 統計的な推測 0.9108
3 情報 II: 情報システムとプログラミング 0.9076
4 数学 I: 二次関数 0.9075
5 情報 I: 情報通信ネットワークとデータの活用 0.9055
6 情報 I: 情報社会の問題解決 0.9051
7 情報 I: コンピュータとプログラミング 0.9043
8 数学 II: 三角関数 0.904
9 数学 A: 数学と人間の活動 0.9033

10 数学 I: データの分析 0.903
11 数学 II: 指数関数・対数関数 0.9029
12 数学 II: いろいろな式 0.9029

表 2より，予想していた通り，教科「情報」と「数
学」の単元と類似度が高い．ここで「情報 I」と「数
学 I」は高校で必履修科目であるため，全ての学生が
その知識や技能を身に付けている．一方，他の科目は
選択科目であるため，履修済の学生とそうでない学生
で授業の理解度に差が出ることが考えられる．

表 3: 大学科目「ICTリテラシー 1」との類似度
順位 高校科目単元名 類似度

1 論理国語: 知識及び技能 0.916
2 現代の国語: 知識及び技能 0.9141
3 情報 I: コンピュータとプログラミング 0.9138
4 情報 I: 情報社会の問題解決 0.9136
5 情報 I: コミュニケーションと情報デザイン 0.9101
6 情報 II: 情報とデータサイエンス 0.91
7 情報 II: コミュニケーションとコンテンツ 0.9095
8 情報 II: 情報システムとプログラミング 0.9081
9 言語文化: 知識及び技能 0.9077

10 情報 II: 情報社会の進展と情報技術 0.9076
11 国語表現: 知識及び技能 0.9072
12 情報 I: 情報通信ネットワークとデータの活用 0.9064

表 3より，教科「情報」の単元との類似度が高いこ
とは予想通りであった．一方，教科「国語」の単元と
も類似度が高いことが分かる．これは，「ICTリテラ
シー 1」がレポート作成に必要な「適切な文書作成」
の内容を多く取り入れていることによるものと考えら
れる．この授業で，学生の理解度を高めるためには，
各学生の高校時の ICT関連の履修状況だけでなく，教
科「国語」の履修状況も把握する必要がある．
表 4より，関連度の高い単元が含まれる教科の数が，

5教科（「国語」，「情報」，「理数」，「数学」，「地理歴
史」）と多いことが分かる．この理由として，「社会力
演習 1」が，大学とは何かを理解し，大学で学ぶこと
の基礎 (土台)を身に付ける科目であるため，関連す
る内容が多岐に渡るためであると考えられる．
以上の例からも分かる通り，学習指導要領を用いる

表 4: 大学科目「社会力演習 1」との類似度
順位 高校科目単元名 類似度

1 論理国語: 知識及び技能 0.9269
2 文学国語: 知識及び技能 0.9219
3 国語表現: 知識及び技能 0.9204
4 情報 II: 情報社会の進展と情報技術 0.9195
5 言語文化: 知識及び技能 0.9187
6 理数探究基礎: 理数探究基礎 0.9184
7 数学 A: 数学と人間の活動 0.9167
8 情報 I: コンピュータとプログラミング 0.9151
9 現代の国語: 知識及び技能 0.9151

10 歴史総合: 歴史の扉 0.9149
11 古典探究: 知識及び技能 0.9146
12 情報 I: コミュニケーションと情報デザイン 0.9139

ことで，これまで知られていなかった，大学科目と高
校教科全体の関係を把握することができる．
5 おわりに
本稿では，学習指導要領とシラバス情報を用いるこ
とで，高校科目単元と大学科目の類似度を容易に求め
ることが可能であることを示した．また，この類似度
を用いることで，高校での履修科目に応じた学生一人
ひとりに合った教育が可能となる．
今後の課題として，ファインチューニングを行うこ
とで高校科目単元と大学科目の類似度を求めることに
より特化したモデルを作ることがあげられる．
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